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発表演題名 パンソルビン・トラップ法により汚染食品から濃縮回収したノロウイルス

の遺伝子検出条件の検討 
学会名 日本ウイルス学会第 57回学術集会 
発表者名 東方 美保 

開催場所 都市センターホテル 

開催日時 平成 21 年 10 月 26 日 

発表内容 パンソルビン・トラップ法の実用化に向けてプロトコールの改良を進め

る中で、遠心沈殿物からの RNA 抽出法と逆転写反応時のプライマーの選
択が検出効率に大きく影響することが判明した。検討の結果、沈殿物を

TRIzol-LS(invitrogen)でフェノール抽出した水層にエタノールを加え、
QIAamp Viral RNA Mini Kit(QIAGEN) の QIAamp カラムで精製する
RNA抽出系が最も有効であった。なおパンソルビン・トラップ法で濃縮し
てから抽出したRNAには黄色ブドウ球菌由来RNAの混入が確認されてお
り、ランダムプライマーによる逆転写反応では競合してウイルス由来 RNA
の逆転写効率を損っていると考えられた。そこでノロウイルス特異的プラ

イマーに変更したところ、定量値の増加(ランダムプライマー使用時の 4.5
～230倍)が確認できた。これらの改良により、パンソルビン・トラップ法
で得られる定量値が大幅に向上し、実用化への可能性がよりいっそう高ま

った。 
 
 
 
 


